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の は、様 な水に関わる ・設 や 動など の 化が水 に る影響を する上で重要

である。とくに、谷の する地 で される ータは、その集水 内で生 る 特性だけでなく 特性、

さらには 発 特性など多くの 特性を する 重な ータである。本研究では、 らが を ってきた

の ータを し、それぞれの の特性と ・ した。その結果、石川県林業試験場の は 水 能が大

きく、 された人工林であることから も 定していることが示された。しかし、 以外からの地 水 の有

、 ・ の 特性については今 さらなる が必要である。 
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の は、様 な水に関わる ・設 の

-1. 用い の  

みなら 動をは めとする の 化が水

に る影響を する上で重要である。とく

に、谷の する地 で される ータは、

その集水 内で生 る地表、中 、地 水 特性

だけでなく の ・ 水特性、さらには 発

特性など多くの 特性を する 重な ータで

ある。石川県農林 研究 ンター林業試験場（以

、林業試験場）では 2010年から 露場や森林理

水試験地を設置し、 をは めとする 種

ータと試験 からの の を っている。

そこで本研究では、林業試験場における ータ

と らが を ってきたいくつかの の

ータを し、それぞれの 特性と するこ

とにより林業試験場森林理水試験地の特 を し

たので以 に報 する。 

． の  

 とした の 要を表-1に示す。これら

の は、 水文調査のために設けた調査 で、

谷の した部分に を設置して 記水 により

を っている。 

A は、石川県 山市 に 置し、50～70 年

生のスギを とする人工林で 2011～2012 年に

が われている。 調査によれ 表 （A0、A、

B ）の厚さは 1m である。 の は 2010

年に されたが、2012年までは 器の によ

る が多く、本論では 2013年以 の ータを 用

した。 

B は 県 に設けられた である。コ

ナ 、エ ノキ、 リカエ などの 木性 葉広葉

の に、 バキやヒ カキが している。

表 厚は 30cm である。 

C は 県大 市に 置し、スギ、ヒノキの人

工林が 52 を め、 りは 木のヒ カキ、

バキ（ ）や ギ、コナ の 葉 が して

いる。人工林の林 は、スギが 45～60年生、ヒノキ

が 10～37 年生で、 と どが となっている。

人工林地の表 厚は 30cm であるが、B

に A0、A が い。 

D は C の およそ 数 km の 置にあり、

農地 成 業により 成された 地が の

52 を める。 成 では に 、 にスイカが
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に栽培されている。 りはマ 、スギを とする

山林地となっている。 

．  

谷の した地 に が 岩するよ に設

置された で、 以外からの および

外からの が できる場 には、年 発

は次 によって 定できる。 

Et=R-Q+ S    （ ） 

Et 年 発  R 年 水  

Q 年  

S 内 化 

本論では、 年を として(1) によって、年

発 を めた。 -1には年 水 と年 発 （

年 発 /年可能 発 ）の関係を示す。年可能

発 については、A では に する 露

場での ータを用いた ンマンの 発 （アル

0.05）、B では から数 km れたア ダ

ス ータを用いた ンマンの 発 、C と D

では に する集 で された 発

発 を 用した。なお、 -1には、中 ア リカ

（ホン ュ ス 和 ）に 置する 地 （

林）での結果を 記している（ ・  1998）。

ここでの可能 発 は、 に する試験 場で

の大 発 発 である。 

このよ に、 発 は 水 とともに 加し

2,500mm で一定となる 向が られ、 発

が の の影響を く けることを してい

図-1. と  

図-2. の  

図-3. と の  

る。表-1に示した 4 を ると、年 水 の

（ の ）に 発 の は B （広

葉 ）と D （ 成 ）で大きく、A （人工

林・ ）と C （人工林・ 、広葉 ）で

さい 向にある。特に、年 水 が 3,000 mmを

る A の 発 は と どの年で 1 を 、可

能 発 を上回る 発 が生 ていることを示して

いるが、 以外から地 水が している可能

性もあり、 に る水 モ ルによる 結果

および可能 発の定 と て今 の課 とする。 

．  

とは、 として 中に生 る表

や い中 からなり、 水 害や な

どに関連する重要な である。 の

は、それぞれの 成分に た 有の で

することが られている。そこで、本論では、

-2の の分 に示すよ に 数

から数日 に れる 0.01 h-1を 用して、
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な 向を み ることができる。D の 成 地

では や ニールマル などの が

を 大さ るのに して、A の林業試験

場のよ に された人工林では の 水を表

が 水し、 と さ るためであると

られる。 

にこの が する と の

上がり とを で結 分 によって

（QD）を めた（ ら 1998）。 

-3には （R）と 水 （R-QD）の関

係を示す。このよ に、どの も の 加

とともに は 大する 向にあるが、その

関係は 、 、 の

などの イ ントの特性だけでなく、 によ

っても なる。この に する

の関係を で すれ 、D （ 成 地）

が も大きく、C （人工林・ 、広葉 ）<B

（広葉 ）<A （人工林・ ）となるよ

図-4. モ の 図

図-5. モ と の A  

の の と い の の の  

． モ  

 に、 -4のよ な水 モ ルによりそれぞ

れの の 特性および 発 特性を した。

このモ ルでは地表の 特性と 水分の 化を

ホートンの 能方 で表 し、表 の 水

性や 水分の大 に て 発 が 化する

がモ ル化されている（ ら 2003）。本論では、

それぞれの において実 と の

が となるよ にモ ル ータを同定し
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た。その結果、い れの においても平

は30 で、 な 性を ることができた。

-5 には水 モ ルによる A での 2020 年の

と実 の を示す。ただし、A

（石川県）では から に ・ があるが、今回

の では て として ったので、 ・

の 性はやや る。その 、年 水 1735.5mm

を平水年、1032.0mmを 水年とし、それぞれの年の

日 水 、日可能 発 ータを用いて、 に

おける を した。表-2には、 により

られた年 発 を示す。年 発 は B<D<C< と

なり、い れの も 水年では 発 がかなり

することが示された。また、 -6には を示す。

の 定 は D<B<A<Cとなり、広葉 、人工林（

）、人工林（ ）、 成 の に の 定する

ことが示された。 

以上のよ に、 特性に て 水 の

要 が なるので、それぞれの の特性を正確に

地 と が 地 における 発 特

性．水文・水 学会  11（7）: 694-701 

一・ 次（2003) 発 モ ルを

した モ ルの 発．水文・ 水 学会

: 16（1）: 23-32 

することが水 の にとって重要ある。な

お、石川県林業試験場は、 厚が くいために

水 が多く、 された人工林のため も

定する と られる。しかし、 以外から

の の有 、 ・ の 特性については

課 があり、今 とも 水 の 要 の特性を

正確に する必要がある。 
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